
保健福祉のひろば
口座振替促進キャンペーン
免許証返納者割引乗車証の
おしらせ
学校保健委員会だより
おしらせ
村長エッセー
カレンダー・四コマ漫画

・・・・・・・・・・・・１１
・・・・１３

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４
・・・・・・・・１５

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１６
・・・・・・・・・・・・・・・・・１７

・・・・・・・１８

Pick Up Topic　
相良未来塾　閉講。
人事異動
行く人来る人
平成３０年度
相良村当初予算
むらのわだい
相良百景
芸術のひろば

・・・・・１

・・・・・・・・・・・・３

・・・・・・・・・５
・・・・・・・・・・・・７

・・・・・・・・・・・・・・・・・９
・・・・・・・・・１０

Pick Up Topic
「相性が良くなる村」人財育成プロジェクト
相良未来塾 閉講。

ゆ ひと
ひとく

行く人来る人
人事異動

―広報さがら―　人と人をつなぐ一冊

SAGARA
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5月
スマホで広報紙が
読めるアプリ
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Pick Up Topic

育成プロジェクト

塾 閉講。

第３
回

第１
回・
第２

回
第４

回

と
し
み
ち

　
地
域
づ
く
り
は
人
づ
く
り
。地

方
創
生
に「
人
財
」は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。行
政
と
肩
を
並
べ
、
地
域
活

性
化
の
先
頭
に
立
つ
リ
ー
ダ
ー
的

存
在
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
相
良
村
で
は
、
国
の
過

疎
地
域
等
自
立
活
性
化
推
進
事

業
の
交
付
金
を
活
用
し
、
昨
年

10
月
か
ら
人
財
育
成
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
着
手
。総
務
省
過
疎
問

題
懇
談
会
座
長
の
宮
口
侗
廸
氏

を
塾
長
に「
相
良
未
来
塾
」を
開

講
。農
家
や
村
議
会
議
員
、
役
場

職
員
ら
が
塾
生
と
し
て
参
加
し

ま
し
た
。

　
宮
口
氏
を
は
じ
め
地
域
づ
く

り
の
第
一
人
者
ら
に
よ
る
講
義
や

先
進
地
研
修
で
見
聞
を
広
め
、３

月
の
閉
講
式
で
は
塾
生
が
そ
の

成
果
を
報
告
、提
言
し
ま
し
た
。

豪 華 講 師 陣
地 域 づくりの
真 髄 を 伝 授

田
舎
に
自
己
実
現
を
求
め
る

都
会
育
ち
の「
よ
そ
者
」

「
気
づ
き
」を
共
有
し
、

暮
ら
し
が
い
の
あ
る
地
域
へ

　茶づくりをまるごと観光地化
したり（静岡県）、しめ縄づくりな
ど高齢者の手仕事をビジネス
化する（宮崎県）など、農山漁村
の「暮らしと生業」そのものが地
域資源になりうる。
　こうした地域に根付いた企業・
法人を支援するために、行政・
民間・住民の間に中間支援組
織の設立が求められている。

　よそ者との交流では、自分た
ちの魅力を自覚し、伝えなけれ
ばならない。まずは、地域に存
在するヒト・モノを整理し、ワー
クショップなどで「気づき」を共
有することが必要。こうして浮か
び上がってくる自分たちの地域
の価値が、いつまでも住み続け
たい、暮らしがいのある地域へ
と導く。

　農山漁村への移住を希望す
る、大都市育ちの若者が増えて
いる。彼らはそこで受け継がれ
てきた技や文化に魅力を感じて
おり、「自分の生きがいはここに
ある」という自己実現と、農山漁
村再生の両立を目指す新しい
存在に。こうした「新しいよそ者」
との交流が地域づくりには不可
欠になっている。

なりわい

井原　満明氏
㈱地域計画研究所代表

図司　直也氏
法政大学教授

塾長　宮口　侗廸氏
過疎問題懇談会座長
早稲田大学名誉教授

としみち

「
暮
ら
し
と
生
業
」に
自
信
と

誇
り
を
持
つ
地
域
づ
く
り

な
り
わ
い

2SAGARA　2018.5 2

Pick Up Topic

相良未来 塾　閉講。

「相性が良くなる村」人財

相良未来
　
１
月
に
行
っ
た
先
進
地
研
修
に

は
、14
名
が
参
加
し
ま
し
た
。研
修

先
は
鹿
児
島
県
の
南
九
州
市
頴
娃

町
、
日
置
市
高
山
地
区
、
姶
良
市

蒲
生
町
。現
地
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら

実
践
を
学
び
ま
し
た
。

　
お
茶
ど
こ
ろ
の
頴
娃
町
で
は
、

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
頴
娃
お
こ
そ
会
」が

茶
業
を
生
か
し
た
観
光
地
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。茶
農
家
グ

ル
ー
プ「
茶
寿
会
」と
連
携
し
、
摘

採
機
乗
車
体
験
な
ど
で
観
光
客
を

誘
致
。空
き
家
再
生
事
業
で
は
、大

学
と
協
働
で
改
修
し
、イ
ベ
ン
ト
や

簡
易
宿
泊
所
と
し
て
活
用
し
て
い

ま
す
。

　
２
０
０
人
弱
が
暮
ら
す
高
山
地

区
は
、高
齢
化
率
67
％
の
地
域
。平

成
25
年
に
住
民
全
員
が
会
員
の

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
ん
ば
ろ
う
高
山
」

が
発
足
。廃
校
を
利
用
し
た
宿
泊
、

合
宿
客
の
受
け
入
れ
、
高
齢
者
の

送
迎
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
蒲
生
町
で
活
動
す
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
Ｌ
ａ
ｂ
蒲
生
郷
」は
、
年
に
１

度
、
体
験
型
ツ
ア
ー「
蒲
生
ワ
ク
ワ

ク
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
カ
モ
コ
レ
）」
を

展
開
。ツ
ア
ー
会
場
は
な
ん
と
町

内
全
域
。料
理
体
験
や
自
然
遊
び

な
ど
、遊
べ
て
学
べ
る
20
以
上
の
体

験
メ
ニ
ュ
ー
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
子
ど
も
た
ち
の
郷
土
愛
の

育
成
」を
理
念
に
掲
げ
、地
域
に
伝

わ
る
伝
承
を
絵
本
に
す
る
な
ど
、

ふ
る
さ
と
教
育
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。

　
研
修
を
終
え
、塾
生
か
ら
は「
移

住
者
が
積
極
的
に
地
域
づ
く
り
に

参
画
し
て
い
た
の
が
印
象
的
。外
か

ら
の
目
線
が
魅
力
の
再
発
見
に
つ

な
が
っ
て
い
る
の
で
は
」、「
蒲
生
町

の
よ
う
に
、
相
良
村
に
伝
わ
る
逸

話
も
地
域
づ
く
り
の
素
材
に
な
り

う
る
。学
校
と
連
携
で
き
れ
ば
」な

ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　　
３
月
に
さ
が
ら
温
泉
茶
湯
里
で

行
わ
れ
た
閉
講
式
に
は
、
塾
生
13

人
が
出
席
。相
良
村
の
課
題
は
何

か
、そ
の
解
決
に
向
け
て
自
分
が
ど

の
よ
う
に
し
て
関
わ
っ
て
い
け
る
か

な
ど
に
つ
い
て
提
言
し
ま
し
た
。

　
塾
生
の
リ
ー
ダ
ー
、
塾
頭
の
宮

﨑
三
枝
さ
ん（
朝
迫
）は「
神
奈
川

県
か
ら
茶
農
家
に
嫁
い
で
３
年
。

移
住
者
が
住
み
続
け
た
い
、
都
会

に
出
て
い
る
村
出
身
者
が
Ｕ
タ
ー

ン
し
た
い
と
思
え
る
村
に
な
る
た

め
に
は
、交
通
空
白
地
の
解
消
、観

光
事
業
、
雇
用
問
題
な
ど
課
題
は

多
い
。こ
の
塾
を
通
し
て
、
村
で
し

か
で
き
な
い
着
地
型
観
光
に
携
わ

り
た
い
と
感
じ
た
。旅
行
会
社
と

提
携
し
、
来
訪
者
に
正
し
い
日
本

茶
の
飲
み
方
や
楽
し
み
方
、
相
良

茶
の
歴
史
や
製
法
を
伝
え
て
い
き

た
い
」と
報
告
。他
に
も
、
集
落
営

農
組
織
の
法
人
化
な
ど
、
暮
ら
し

を
支
え
る
組
織
の
在
り
方
を
考
え

る
声
も
挙
が
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
宮
口
塾
長
か
ら
修
了
証

が
授
与
さ
れ
、半
年
間
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

先
進
地
研
修

人
が
元
気
、地
域
が
元
気

住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
と
は

閉
講
式
で
提
言

ふ
る
さ
と
の
た
め
に

　
　自
分
に
何
が
で
き
る
か

え    

い

か
も
う

ち
ゃ
じ
ゅ
か
い

ラ
　
ボ
　
か
も
う
ご
う

Lab 蒲生郷からノウハウを
学ぶ塾生ら

自分ができる地域づくりの
関わり方について発表する塾生

修了証を受け取った塾生ら
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相良中学校

新任校長あいさつ

湯山小から

竹田　龍二　校長

人吉第二中から

小川　一代　先生

相
良
村
に
ま
た
戻
っ
て
き
ま
し

た
。家
族
も
大
変
喜
ん
で
い
ま
す
。

う
れ
し
い
で
す
。

五木中から

井上　智美　先生

教
科
は
音
楽
で
す
。歌
声
あ
ふ
れ

る
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

あさぎり中から

長野　紀理子　先生

相
良
中
学
校
の
生
徒
と
共
に
、
は

り
き
っ
て
や
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

錦中から

脇山　彰　先生

相
良
の
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
、

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

鹿本中から

鍬埼　里菜　先生

山
鹿
市
立
鹿
本
中
学
校
か
ら
参
り

ま
し
た
。元
気
い
っ
ぱ
い
で
が
ん
ば

り
ま
す
。

再任用

谷口　亮一郎　先生

新
た
な
気
持
ち
で
相
良
村
の
た
め

に
尽
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

転
入

人事異動

行く人
ゆ ひと

く ひと

来る人
区
長
紹
介（
敬
称
略
）

教

職

員

異

動

上
四
浦

中
四
浦

初
　
神

下
四
浦

上
川
上

上
川
下

松
馬
場

上
　
園

永
　
江

朝
　
迫

中
　
央

松
　
葉

平
　
原

永
　
谷

新
　
村

十
　
島

井
　
沢

並
木
野

中
村
　
秀
樹

中
園
　
正
實

尾
方
　
正
美

山
下
　
誠

久
保
山
正
光

丸
山
　
睦
男

久
保
田
　
誠

吉
村
　
一
信

森
口
　
孝
利

川
邊
　
正
人

鳥
越
　
裕
二

萩
原
　
信
孝

宮
崎
　
良
昭

犬
童
　
勝
昭

上
村
　
良
信

田
端
　
忠
道

甲
斐
　
隆
敏

廣
末
　
政
邦

《
区
名
》

《
区
　長
　名
》

平
成
30
年
度

　
相
良
中
学
校
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
竹
田
龍
二
と

申
し
ま
す
。相
良
村
勤
務
は
初
め
て
で

す
。相
良
中
の
生
徒
の
た
め
に
精
一
杯

努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
年
度
は
全
校
生
徒
１
２
２
名
で
の

ス
タ
ー
ト
で
す
。立
派
な
態
度
で
入
学

式
を
終
え
た
１
年
生
も
少
し
ず
つ
学
校

生
活
に
慣
れ
、ま
た
２
、３
年
生
は
先
輩

の
自
覚
が
随
所
に
見
ら
れ
ま
す
。

　
私
た
ち
19
名
の
職
員
も
、
生
徒
の
新

た
な
意
欲
に
負
け
な
い
よ
う
に
、
校
訓

「
自
主
・
友
愛
・
勤
労
」を
掲
げ
、「
ふ
る

さ
と
を
愛
し
、主
体
的
に
学
び
、心
豊
か

に
た
く
ま
し
く
生
き
る
生
徒
の
育
成
」

を
教
育
目
標
と
し
て
、
一
丸
と
な
っ
て

教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、校
長
と
し
て
は
今
年
度
特
に
、

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
と
し
て
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
思
い
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
生
徒
の
学
力
・
人
間
関
係
力
向
上

と
組
織
力
の
強
化
に
努
め
ま
す
。皆
様

の
、
本
校
教
育
へ
の
今
ま
で
以
上
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

44SAGARA　2018.5

多良木中から

村山　茂　教頭

24
年
ぶ
り
の
小
学
校
。が
ん
ば
り

ま
す
。早
く
子
ど
も
た
ち
と
仲
良

く
な
り
た
い
で
す
。

一勝地小から

片山　知美　先生

相
良
村
で
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
く

の
は
初
め
て
で
す
。よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

万江小から

寺山　秀一　先生

お
茶
と
川
辺
川
、
相
性
が
良
く
な

る
村
の
子
ど
も
の
た
め
に
が
ん
ば

り
ま
す
。

大畑小から

尾方　弥佳　先生

双
子
の
息
子
た
ち
が
、
よ
く
川
辺
川

に
来
て
い
ま
し
た
。笑
顔
あ
ふ
れ
る

子
ど
も
た
ち
と
が
ん
ば
り
ま
す
。

山田小から

古賀　奈津子　先生

「
愛
の
聖
地
」
相
良
村
の
子
ど
も

た
ち
に
精
一
杯
愛
を
注
い
で
、が
ん

ば
り
ま
す
。

渡小から

長谷　奈美　先生

相
良
村
の
イ
メ
ー
ジ
は
、お
茶
が
お
い
し

い
と
い
う
こ
と
。い
い
と
こ
ろ
を
た
く
さ

ん
探
し
て
知
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

新採

高畠　雅秀　先生

地
域
の
み
な
さ
ん
と
共
に
子
ど
も
た

ち
を
成
長
さ
せ
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま

す
。若
さ
と
元
気
で
が
ん
ば
り
ま
す
。

北小

南小

【
南
小
学
校
】

草
野
教
頭…

津
奈
木
中
へ

迫

　先
生…

退
職

永
田
先
生…

東
間
小
へ

野
田
先
生…

退
職

　

井
出
先
生…

内
野
小
へ

田
山
先
生…

深
田
小
へ

平
富
先
生…

人
吉
市
立

　
　
　
　
　西
瀬
小
学
校
へ

尾
方
先
生…

水
上
村
教
育
委
員
会
へ

　
　
　

【
相
良
中
】

徳
田
校
長…

東
陽
中
へ

鎗
水
先
生…

退
職

大
瀨
先
生…

山
江
中
へ

柿
本
先
生…

長
洲
町
腹
赤
小
へ

満
島
先
生…

美
里
町
邸
用
中
へ

川
口
先
生…

八
代
第
四
中
へ

教

職

員

異

動

転
入

転
入

転
出

村
職
員
異
動 

※

（

　）内
は
旧
職
名

保
健
福
祉
課

主
幹
兼
福
祉
係
長

（
保
健
福
祉
課
主
幹
兼
国
保
係
長
）

竹
野

　久
美

税
務
課
主
幹
兼
徴
収
係
長

（
保
健
福
祉
課
主
幹
兼
福
祉
係
長
）

平
田

　智
博

教
育
委
員
会
主
幹
兼

学
校
教
育
係
長

（
農
業
委
員
会
主
幹
兼
農
地
係
長
）

渋
谷

　美
佐
江

保
健
福
祉
課
国
保
係
長

（
総
務
課
財
政
係
長
）倉
田

　雅
弘

総
務
課
財
政
係
長（
総
務
課
参
事
）

内
賀
嶋

　雅
子

農
業
委
員
会
農
地
係
長

（
建
設
課
管
理
係
長
）

阿
久
津

　裕
介

保
健
福
祉
課
戸
籍
係
長

（
保
健
福
祉
課
参
事
）廣
松

　理
加

建
設
課
管
理
係
長

（
税
務
課
徴
収
係
長
）蓑
毛

　宏
幸

総
務
課
選
挙
管
理
委
員
会

書
記（
産
業
振
興
課
参
事
）

田
端

　
　忠

退
　職  （
平
成
30
年
３
月
31
日
付
）

新
規
採
用

再
　任
　用

税
務
課
参
事（
産
業
振
興
課
参
事
）

佐
竹

　淑
子

産
業
振
興
課
参
事

（
総
務
課
参
事
）

黒
木

　幸
代

産
業
振
興
課
参
事

（
税
務
課
参
事
）

髙
岡

　
　亮

産
業
振
興
課
参
事

（
総
務
課
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
）

永
田

　
　貢

総
務
課
主
事（
保
健
福
祉
課
主
事
）

山
下

　由
華

保
健
福
祉
課
主
事

（
産
業
振
興
課
主
事
）川

邊

　裕
貴

産
業
振
興
課
主
事

（
建
設
課
主
事
）

平
山

　新
悟

保
健
福
祉
課
主
事

本
田

　博
己

税
務
課
主
事
白
樫

　朋
幸

建
設
課
主
事
吉
野

　裕
貴

深
海

　典
子（
保
健
福
祉
課
主
幹
）

川
邊
美
津
子（
教
育
委
員
会
主
幹
）

川
邊

　美
津
子（
益
城
町
派
遣
）

総
務
課
主
事（
会
計
室
主
事
）

川
　
　真
央



5 広報さがら　５月号

《 

用
語
の
説
明 

》

主な予算額

◇
村

　
　
　税…

村
民
の
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
や
会
社
の
法
人
税
な
ど

◇
繰

　入

　金…

各
種
基
金
な
ど
か
ら
一
般
会
計
へ
繰
り
入
れ
る
お
金

◇
地
方
譲
与
税…

手
続
き
上
、国
税
と
し
て
納
税
さ
れ
て
い
る
税
金
で
、そ
の
全
部
ま
た
は
一
部
が
、一
定
の
基
準
で

地
方
公
共
団
体
に
譲
与
さ
れ
る
も
の
。地
方
揮
発
油
譲
与
税
、自
動
車
重
量
譲
与
税
な
ど

◇
地
方
交
付
税…

い
っ
た
ん
国
税
と
し
て
納
め
ら
れ
た
所
得
税
、法
人
税
、酒
税
、た
ば
こ
税
を
一
定
の
基
準
に
基
づ

き
、地
方
公
共
団
体
の
財
政
力
に
応
じ
て
交
付
さ
れ
る
お
金

◇
国
庫
支
出
金…

国
が
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
そ
の
経
費（
教
育
、
社
会
保
障
、
公
共
事
業
な
ど
）の
全
部
ま
た

は
、一
部
に
充
て
る
た
め
に
交
付
さ
れ
る
負
担
金
や
補
助
金

◇
県
支
出
金…

村
が
行
お
う
と
す
る
事
業
に
対
し
て
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
使
い
道
が
決
ま
っ
て
い
る
お
金

◇
村

　
　
　債…

事
業
を
行
う
た
め
に
借
り
入
れ
る
お
金

◇総務費

◇民生費

◇衛生費

◇農林水産費

◇商工費

◇土木費

◇消防費

◇教育費

企画費
電子計算費
財産管理費
後期高齢者医療事業費
老人福祉費
障害者福祉費
児童措置費
健康増進費
塵芥・し尿処理費
農業振興費
多面的機能支払交付金事業費
農地費
林道維持費
観光費
道路新設改良費
道路維持費
非常備消防費
防災対策費
学校管理費（小学校）
　　　　　（中学校）
共同調理場管理費
体育施設費

1億3356万7
4,625万7
2816万8
9,906万9
3,126万9

1億6,764万8
2億7,660万3
2,654万8
8,300万7
2,350万6
4,090万1
1,424万8
833万9
1,496万6

1億9,292万4
3,650万3
2,726万4
2,706万2
7,556万2
4,011万1

2億3,582万3
7,045万2

千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円

予算の主な使い道

村道廻谷線道路
改良事業

8,200万円

相良村学校給食
共同調理場新築工事
1億5,908万4千円

畜産・酪農収益力強化整備等
特別対策事業

7億4977万円

飼養規模の拡大、飼養管理の改善
のため、肥育牛舎および堆肥舎など
を新設します。

老朽化や衛生管理などの面から、
共同調理場を新築しています。平成
３０年１２月完成予定です。 

旧観音橋の橋脚撤去および右岸側
の護岸工事を行います。

※写真はイメージです

歳入

歳出
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輝く村づくりの礎
いしずえ

平成30年度相良村
当初予算

村の会計の基本となるのが一般会計です。村税収入や国・県からの
交付税などを財源とし、福祉の充実や道路整備など村の基本的な政
策などに使う経費となります。
平成 30年度一般会計当初予算の予算総額は、41億 6,068 万 2千円
で、前年度に比べ 6億 2,677 万 5千（約 18％）の増額となりました。

※差引額およびパーセントは、端数処理
　の関係で合わない場合があります。

歳 入
3億2,394万7千円
2,069万7千円

4億6,697万6千円
3,000万円
2,900万円

15億600万円
2億9,285万4千円
10億1,262万7千円

3億9,320万円
8,538万1千円

 39億8,846万8千円

村税
7.8%
村税
7.8%

分担金及び
負担金
0.5%

分担金及び
負担金
0.5%

諸収入等
11.2%
諸収入等
11.2%

繰越金
0.7%
繰越金
0.7%

地方交付税
36.2%
地方交付税
36.2%

議会費
1.4%
議会費
1.4%

総務費
14.0%
総務費
14.0%

民生費
19.2%

衛生費
5.6%農林水産業費

29.3%

商工費
0.6%
商工費
0.6%

土木費
6.6%
土木費
6.6%

消防費
4.0%
消防費
4.0% 教育費

12.7%

災害復旧費
0.1%

災害復旧費
0.1%

公債費
6.4%

予備費
0.1%
予備費
0.1%

国庫支出金
7.0%

国庫支出金
7.0%

県支出金
24.3%
県支出金
24.3%

村債
9.5%

その他交付金等
2.1%

41億6,068万2千円

村 税
分担金及び負担金
諸 収 入 等
繰 越 金
地 方 譲 与 税
地 方 交 付 税
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
村 債
その他の交付金

計

歳 出
5,837万1千円

5億8,049万4千円
7億9,953万円

2億3,323万8千円
12億1,797万2千円

2,628万7千円
2億7,413万2千円
1億6,722万6千円
5億2,873万2千円

18万9千円
2億6,951万1千円

0円
500万円

議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
農 林 水 産 業 費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
災 害 復 旧 費
公 債 費
諸 支 出 金
予 備 費 計

村税の構成
1億2,364万3千円
1億5,889万6千円
1,899万8千円
2,160万円
81万円

村 民 税
固 定 資 産 税
軽 自 動 車 税
市町村たばこ税
入 湯 税

特別会計
5億9,839万5千円
9,006万4千円

2億1,907万5千円
6億2,777万1千円
6,005万5千円

国 民 健 康 保 険
簡 易 水 道
農 業 集 落 排 水
介 護 保 険
後期高齢者医療

地方
譲与税
0.7%

地方
譲与税
0.7%

自 主 財 源
20.2%

依 存 財 源
79.8%

※特定の事業を行な
うときに、一般会計
とは別に経理をす
る会計を特別会計
といいます。本村で
は、５つの特別会計
があります。
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診
療
す
る
緒
方
医
師

　「賞をいただき、身に余る光栄です。２９歳の時
から、患者さんや村の人たちに色々教わり、勉強さ
せていただいて医者を続けられた」と緒方医師。
　祖父や父が往診に行き、夜中に帰ってくるのを
見て育ち、自らもそれにならわれたそうです。
　「学生の時から、公害や環境問題も気になってい
た。水俣病など、社会の中で問題を抱えた方たちに
対して、これからも、できることをしていきたい」
と述べられました。

　

2/5
（月）

地域医療への貢献をたたえて
緒方医師が医療功績賞受賞

　熊本県庁において、緒方俊一郎医師(上園)が、読
売新聞社主催「第４６回医療功労賞」で都道府県医
療功労賞を受賞されました。これは、長年にわた
り、地域医療に功績があった医療従事者を表彰す
るものです。
　緒方医師は相良村で、４６年間以上にわたり医療
に従事され、球磨郡医師会長をはじめ、村医や学校
医、産業医、村協議会会長などを複数歴任されまし
た。また、現在も引き続き、村協議会会長などをされ
ており、その経験と功績をたたえての受賞となりま
した。

　

交通指導員も競技に参加

　人吉地区交通安全協会相良支部主催の第14回交
通安全グラウンドゴルフ大会が、相良村総合運動
公園グラウンドで開催されました。霧の深い寒空
のもと、参加者らは元気なプレーで親睦を深めて
いました。結果は下記の通り。※敬称略

　

3/13
（火）

感謝を胸に、学び舎を巣発つ
小中学校卒業式

3/14
（水）

朝霧の中、はつらつとプレー
交通安全グラウンドゴルフ大会

恩師に向け『仰げば尊し』を贈る卒業生

　３月は卒業シーズン。小中学校では卒業式が行
われ、児童生徒らはたくさんの思い出を胸に学び
舎をあとにしました。
　相良中学校では、卒業生46名が温かい拍手に迎
えられて体育館に入場。徳田校長から「文武両道の
精神を後輩たちに示してくれた。これからも、周囲
への感謝と責任ある行動を心がけてほしい」と式
辞が贈られました。
　卒業生を代表し、川口大樹くん（永江）が答辞。
「時に厳しく、時に優しく指導してくださった先生
方に感謝。そして共に過ごした仲間へ、一歩踏み出
す勇気を持ち、さらに成長した姿で再会しよう」と
感謝を伝えました。

　

優勝　桑原健二（松葉）　35打　ホールインワン２回
２位　畠中政治（新村）　35打　ホールインワン１回
３位　白石スガ子（中央）37打　

優勝　田端洋一（新村）　37打
２位　橋本政光（松葉）　38打
３位　嶽本昌子（新村）　39打　

【
赤
コ
ー
ト
】

【
青
コ
ー
ト
】

受
賞
さ
れ
た
緒
方
医
師（
右
）

妻
の
礼
子
さ
ん
と
と
も
に
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3/20
（火）

未来を担う若い力が集結
若手農業者研修会

グループワークで出た意見を発表する参加者ら

3/15
（木）

九州農政局長賞受賞２名に記念品　産地賞も５年連続獲得

記
念
品
と
賞
状
を
手
に
す
る

宮
﨑
さ
ん（
右
）と
川
上
さ
ん（
左
）

　相良村銘茶研究会が毎年出品している熊本県茶
品評会。平成29年度は、普通煎茶と蒸し製玉緑茶で
宮﨑雄二さん(朝迫)と川上誠一さん(有限会社サン
ティー・中央)がそれぞれ一等と九州農政局長賞を
受賞。くま農業活性化協議会茶業部会から記念の
楯が贈呈されました。
　宮﨑さんは「畑の管理から製造まで、仲間と相談
しながらやってきた。全国で入賞できる茶を目指
したい」、川上さんは「県内の期待値の高まりを実
感しており、これを全国まで波及させたい」とそれ
ぞれ今後の抱負を述べられました。

　 　

熊本県茶品評会における記念品贈呈式

■会長賞　　　　　　　　　　※敬称略

■特別賞

・荒茶の部　　　　　　　　　
①普通煎茶

　一等　宮﨑　雄二（朝迫）
　二等　赤坂　英保(朝迫）
　三等　川上　大和
　　　　（有限会社サンティー・中央）
②蒸し製玉緑茶

　一等　川上　誠一
　　　　（有限会社サンティー・中央）
　二等　宮﨑　三枝（朝迫）
　三等　赤坂　英保（朝迫）

・九州農政局長賞

　荒茶の部　宮﨑　雄二　川上　誠一
・熊本県知事賞

　①荒茶の部　赤坂　英保（朝迫）
　②茶園の部　福岡　利幸（朝迫）
・全国茶生産団体連合会会長賞

　宮﨑　三枝（朝迫）
・全国茶商工業協同組合連合会理事長賞

　荒茶の部　川上　大和
　　　　　　（有限会社サンティー・中央）

【
平
成
29
年
度
熊
本
県
茶
品
評
会
入
賞
者
】

　相良村担い手育成支援協議会主催の平成29年度
若手農業者研修会が、相良村ふれあいセンター研
修室で開催。若手農業者およそ20名が参加しまし
た。
　『農業でガッチリ！～儲かるためには～』をテー
マに、グループワークで意見交換。それぞれの現状
や課題、将来の目標とそれを達成するための手段
について議論を深めました。
　課題については人手不足や後継者の不在が多く
取りあげられ、人材派遣組合を立ち上げてみては、
などのアイデアが交わされました。
　どの農業者も所得向上を掲げており、志を同じ
くする若手の絆が深まった研修会となりました。

　 　

3/23
（金）

データでみる相良村の今
村民意識調査結果報告会

調査結果報告に聴き入る参加者ら

　相良村では、平成30年度に策定する第６次総合
計画の基礎資料となる、村民意識調査を２月に実
施。その結果報告会が総合体育館研修室で行われ、
区長や老人会、ブランドデザイン会議メンバーら
およそ40人が出席しました。
　同調査は18歳以上の村民3839人を対象とし、
1750人が回答。住み心地については、住みやすい
と答えたのはおよそ４割、今後も住み続けたいと
答えたのはおよそ６割という結果に。住みにくい
理由としては「買い物が不便」、「働きがいのある職
場が少ない」などが挙げられました。
　調査結果をとりまとめた報告書(概要版)は、４月
中に各世帯に配布します。

SAGARA　2018.5



2

4 3

1

99

「むらのわだい」
ページに掲載でき
なかった皆さんの
暮らしや、美しい
村の景観をご紹介。

（右）春の訪れを告げる
　　　菜の花（永江区）
（左）足元を彩る芝桜
　　 （松馬場区）

1 . 雨宮神社の瓦葺き替え。住民総出の瓦リレー   2. 相良
村出身の吉村真理さん（錦町）が小学校新入生にランドセ
ルカバーを寄贈　3. さがら温泉茶湯里入館者 500 万人
達成。500 万人目の高橋滉平さん（錦町）に記念品贈呈　
4. 第３回友愛苑まつり。サガラッパと記念撮影

広報さがら　５月号

原風景に映える桜
　　  （中四浦区）

春爛漫

123

4
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村民の皆さんは様々
な文化活動を通して、
いきいきと毎日を送っ
ています。
このコーナーでは、
皆さんの力作を毎月
紹介していきます。

梅
の
香
の
　
時
を
り
通
る
　
立
話

切
株
の
　
ま
だ
生
き
て
ゐ
る
　
初
音
か
な克

　
也

再
会
を
　
約
し
て
久
し
　
花
の
旅

春
雨
の
　
傘
を
傾
け
　
友
来
る
　田

村
　
京
子

遮
断
機
の
　
ゆ
る
ゆ
る
降
り
る
　
春
日
和

辨
当
の
　
輪
ゴ
ム
飛
び
出
し
　
山
笑
う

坂
本
　
レ
イ

長
ら
え
て
　
辿
る
想
い
は
　
暖
か
く

蒲
公
英
の
　
置
か
れ
た
場
所
で
　
し
か
と
咲
き

德
田
　
教
子

梅
花
咲
く
　
色
打
掛
の
　
笑
顔
か
な

見
上
げ
れ
ば
　
声
高
ら
か
に
　
初
燕白石

　
哲
夫

落
武
者
の
　
肝
を
つ
ぶ
せ
し
　
辛
夷
咲
く

梅
の
香
の
　
ほ
の
か
に
匂
ふ
　
天
満
宮前田

　
康
江

　真
白
な
る
　
辛
夷
に
雨
の
　
上
り
た
る

春
月
や
　
文
鎮
の
房
　
む
ら
さ
き
に

米
田
　
美
巴
子

は
る
さ
め

べ
んた

ん
ぽ
ぽ

い
ろ
う
ち
か
け

こ
ぶ
し

あ
が

と
う

1.2 - 三瀬　仁美（平　原）
3.4 - 橋口　照代（上川下）

『夜　桜』
白砂　　子（松馬場）

『梅の花とうぐいす』
山田　初子（松馬場）

ＪＡ相良店横の「かちゃい
館」で、第２・第４火曜日に
活動しています。モットー
は「下手でいい。下手がい
い」。初心者大歓迎です！
一緒に楽しみませんか？

代表：三瀬　仁美さん（平原）

初
登
場
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　平
成
30
年
度
の
特
定
健
診
・
各
種
が

ん
検
診
が
６
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。実
施

期
間
は
９
月
ま
で
に
な
り
ま
す
の
で
、
早

め
の
受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

　受
診
方
法
は
、
役
場
よ
り
受
診
票
が
届

き
ま
す
の
で
、
受
診
希
望
の
医
療
機
関
へ

事
前
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。受
診
当

日
は
必
ず
保
険
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。　追

加
申
込
み
は
健
診
実
施
期
間
中
で

あ
れ
ば
申
込
み
可
能
で
す
。

【
問
合
せ
先
】 

保
健
係(

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内)

国
保
係

(

☎
0
9
6
6

－

3
5

－

1
0
3
2)

　完
全
予
約
制
年
金
相
談
会
を
、
人
吉

市
・
球
磨
郡
で
毎
週
２
回
開
催
。

　年
金
の
専
門
家

　社
会
保
険
労
務
士

が
あ
な
た
の
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

■
開
催
日

【
問
い
合
わ
せ
・
予
約
申
し
込
み
】

国
保
係
ま
た
は
八
代
年
金
事
務
所

予
約
担
当

（
☎
０
９
６
５

－

３
５

－

６
１
２
３
）

相
良
村
子
育
て
応
援
事
業

『
ち
ゃ
ち
ゃ
ク
ラ
ブ
』だ
よ
り

年
金
相
談
会
の
開
催

　
　
　
　〈
5
月
分
〉

人 吉 東 西

コミュニティ

セ ン タ ー

錦 町

社会福祉

協 議 会

月曜日 水曜日 水曜日

 ７日・１４日

２１日・２８日

9日

２３日

２日・１６日

３０日

多良木

町役場

　4
月
か
ら
月
2
回
開
催
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。（
原
則
第
1
水
曜
日
と
第

3
水
曜
日
で
す
）

　５
月
２
日
は
、
お
し
ゃ
べ
り
を
中
心
と

し
た
時
間
、
16
日
は
お
も
ち
ゃ
づ
く
り
を

計
画
し
て
い
ま
す
。楽
し
い
ふ
れ
あ
い
の

時
間
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、

気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。子
ど
も
さ
ん
の

体
重
測
定
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　子
育
て
の
困
り
ご
と
・
相
談
等
々
い

つ
で
も
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
立
ち

寄
っ
て
み
て
下
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】 
保
健
係

■日時：5月2日（水）・16日（水）
　　　 １０：００から受付
■場所：相良村ふれあいセンター

住
民
健
康
診
査
を

　
　
受
診
し
ま
し
ょ
う
！

年
一
回
の

健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

忘
れ
ず
に
！

イメージキャラクター
　川﨑　宗則さん

 ３日（祝）人吉医療センター　小児科
 ４日（祝）増田クリニック　小児科
 ５日（祝）たかはし小児科内科医院
 ６日（日）やまむら医院　
１３日（日）公立多良木病院　小児科
２０日（日）増田クリニック　小児科
２７日（日）たかはし小児科内科医院

２２－２１９１
２２－３５７０
２４－２２２２
４５－０００５
４２－２５６０
２２－３５７０
２４－２２２２

５月小児科在宅当番医

お問い合わせは　保健福祉課（直通） ☎35-1032
国保係　戸籍係　福祉係　保健係（ふれあいセンター内）

〈受付時間 /午前 9時～午後 5時〉
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保健福祉のひろば

【問合せ先】保健係（ふれあいセンター内）【問合せ先】保健係（ふれあいセンター内）

飼い犬の狂犬病予防集合注射を実施します

　現在飼育されている犬は、狂犬病予防法に基づき、犬の登録と狂犬病予防注射を受けることが

義務づけられています。（生後９１日以上の犬で、室内犬を含む。）

　下記の日程により、犬の登録および狂犬病予防集合注射を実施しますので、予防注射問診票に

記入のうえ、最寄りの集合場所で必ず受けられるようお願いします。（直接動物病院などで受け

る予定の方以外）

　なお、登録犬が死亡した場合、飼い主が変わった場合などには、保健福祉課保健係（ふれあいセ

ンター）まで必ず届け出てください。

■料　　金

■注射日程

◎畜犬登録料 ３，０００円・・・未登録の犬がいる場合
※注射日当日は混雑しますので、できるだけ事前に登録を済ませてください。
※飼い主の転入転出などにより、他市町村ですでに登録されている場合は、料金は
かかりませんが、別に届出は必要です。

※注射と登録を同時にされる場合は６，０７０円ご用意ください。

※時間および会場は、飼い主への通知もしくは回覧でご確認ください。
※登録は、犬の一生に１回必ず行ってください。
（飼い主の転入・転出の場合も別に届出が必要です。）
※予防注射は、毎年１回は受けてください。
※追加実施日 ： 平成３０年６月１３日（水）

※直接、動物病院などで受けられる場合も同様の金額です。

当日は、できるだけおつりがないようお願いします。

◎狂犬病予防注射料　　狂犬病予防注射料　　　２，５７０円
　　　　　　　　　　　注射済票交付手数料　　　５００円
　　　　　　　　　　　　　　合　　計　　　　３，０７０円

平成３０年５月１５日（火）・１６日（水）

上記の日程に注射を受けていない犬が対象



村税などの納付は便利な口座振替で！

村県民税・固定資産税・軽自動車税・国民健康保険税の
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【問合せ先】産交バス（株）人吉営業所

☎２２－５２０５



学校保健委員会だより

発達障害とは

発達障害への影響物質

「発達障害と農薬」

15 広報さがら　５月号

　毎年秋に、次の４月に小学校に上がる児童の就学前検診が行なわれ、検診後に就学指導

委員会が開かれます。新１年生として学校生活が問題なく出来るかどうか、現在通学して

いる生徒で授業に支障があれば必要な支援について検討します。

　はじめの 20 年間ほど下球磨では、４村が集まって検討協議し、対象になる児童が１人

もいない学校がいくつもありました。近年になって障害を持つ児童が増えて各学校に数

名ずつ在籍するようになり、各町村で委員会を開かれるようになりました。

　子どもの発達障害とは①ASD（自閉症スペクトラム・アスペルガー症候群）②ADHD（注

意欠陥多動障害、③LD（学習障害）の３つに分けられています。いずれも脳機能に関係する

障害・特性といわれています。

　これら３つの障害は多くは重なり合ってそのいずれかが濃く見られる場合が多いで

す。発達障害は生まれつきの脳機能障害であって、治ることはなく、発達にでこぼこがあ

り生まれつきの脳機能障害とされています。発達期＝幼小児期だけに特性が出るもので

はないが適切な療育や訓練によって症状を改善し、社会に適応する力を伸ばすことが出

来ます。

　発達障害について例えば①ASDでは TEACCH（自閉症児のための療育法）などが開発さ

れ、②ADHD については治療薬がいくつか提唱され、③LD も各種の教育法が開発されて丁

寧な教育がなされています。これらの障害は神経細胞の情報伝達がうまくいかないため

に起こっていると明らかにされてきました。

　発達障害は日本だけではなく世界でも増えつつあり、その原因について化学物質、例え

ば農薬（殺虫剤・除草剤）や食品添加物さらにはタバコ（受動喫煙）などの影響が指摘され

ています。

　OECD（経済協力開発機構）の調査によると、日本と韓国は単位面積当たりでは世界で最

も大量の農薬を使用しているとされています。また、農薬使用量が発達障害の発生率と関

係している可能性が高いと発表しています。

　近年 EUでは、ミツバチ大量死の原因としてネオニコチネイド系農薬の使用が禁止され

ています。この農薬は日本でもミツバチの大量死の原因と報道されました。自閉症スペク

トラム、ADHD（注意欠陥多動性障害）、LD（学習障害）などは遺伝や親の養育の問題などと

いわれてきましたが、実は環境の問題であるとわかってきました。ネオニコチノイド系農

薬はリンゴ、ナシ、イチゴ、トマト、キュウリ茶葉、茶葉、など多くの果物、野菜などに使わ

れています。またゴキブリやシロアリ退治にも使っています。厄介なことに洗っても落ち

ないことがわかっています。

　私たちは農薬や喫煙について、次の世代を担う子どもたちを化学物質などの被害から

守る責任があるのです。日常、何気なく使用している薬剤を見直さなければなりません。

（　）内は、先月末との差　※外国人住民を含めた集計です。

相良村の人口と世帯（３月末現在）　世帯数　１，６４３世帯（△６）　男２，１４１人（△１９）　女２，３６０人（△１８）　計４，５０１人（△３７）

お
詫
び
と
訂
正

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

自
動
車
税
の
納
付
は

　
　
５
月
31
日
ま
で
に

無
料
法
律
相
談
会
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　４
月
１
日
現
在
で
普
通
自
動

車
を
所
有
し
て
い
る
方
へ
、
自

動
車
税
の
納
税
通
知
書
を
５
月

初
め
に
お
送
り
し
ま
す
。
納
期

限
の
５
月
31
日
（
木
）
ま
で
に
、

お
近
く
の
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
熊
本
県
県

南
広
域
本
部
球
磨
地
域
振
興

局
、
自
動
車
税
事
務
所
で
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
も
利
用

で
き
ま
す
。

　な
お
、
軽
自
動
車
を
所
有
し
て

い
る
方
は
、
相
良
村
役
場
、
四
浦

出
張
所
、
肥
後
銀
行
、
球
磨
地
域

農
業
協
同
組
合
、
熊
本
銀
行
、
熊

本
中
央
信
用
金
庫
、
ま
た
は
郵
便

局
に
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　普
通
自
動
車

熊
本
県
県
南
広
域
本
部

　収
税
課 

☎
０
９
６
５

－

３
３

－

３
２
３
６

熊
本
県
自
動
車
税
事
務
所

　

☎
０
９
６

－

３
６
８

－

４
０
２
０

軽
自
動
車

相
良
村
役
場
税
務
課

☎
０
９
６
６

－

３
５

－

１
０
３
１

■
日
時

　平
成
30
年
５
月
16
日(

水)

　10
：
00
〜
15
：
00

■
場
所

　熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所

　人
吉
支
部

　（
人
吉
市
寺
町
１
番
地
）

■
相
談
員

 

・
弁
護
士

　・
調
停
委
員

 

・
裁
判
所
お
よ
び
法
務
局
の
職
員

■
相
談
内
容

 

・
一
般
法
律
問
題

 

・
家
庭
問
題

　・
金
銭
問
題

 

・
裁
判
所
の
申
立
手
続
相
談

　

　な
ど

※

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

【
問
合
せ
先
】
熊
本
地
方
・
家
庭

　裁
判
所
人
吉
支
部

☎
２
３

－

４
８
５
５

　こ
れ
か
ら
の
将
来
が
不
安
、
人

間
関
係
で
悩
ん
で
い
る
、
学
校
に

行
け
な
い
・
行
き
た
く
な
い
、
学

校
を
辞
め
て
し
ま
っ
た
、
働
く
気

が
お
き
な
い
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩

み
や
心
配
ご
と
に
つ
い
て
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
日

　平
成
30
年
５
月
25
日（
金
）

■
時
間
10
：
00
〜
16
：
00

　

(※

16
：
30
ま
で
受
付)

■
場
所

　球
磨
総
合
庁
舎

　中
会
議
室

■
料
金

　無
料

■
対
象

　主
に
15
〜
39
歳
ま
で

　の
方
や
そ
の
家
族
、
友
人
、
知

　人
、支
援
者
、等

【
問
合
せ
先
】

　熊
本
県
子
ど
も
・
若
者
総
合

　相
談
セ
ン
タ
ー

　

〜
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
こ
こ
ん
〜

熊
本
市
東
区
月
出
３
丁
目
１

－

１

熊
本
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

☎
０
９
６

－

３
８
７

－

７
０
０
０

（
月
〜
金
８
：
30
〜
21
：
00
）

■
Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｌ

kow
aka-cocon@

w
ind.ocn.ne.jp

■
Ｈ
Ｐ

http://kow
a
ka
-cocon.jp

■
入
門
課
程

　平
成
30
年
４
月
11
日
（
水
）
〜

　８
月
８
日（
水
）

■
基
礎
課
程

　平
成
30
年
９
月
５
日（
水
）〜

　平
成
31
年
３
月
27
日（
水
）

■
講
習
時
間

　毎
週
水
曜
日

　19
：
00
〜
21
：
00

■
会
場

　人
吉
市
商
工
会
議
所
会
館

　

(

人
吉
市
南
泉
田
町
３

－

３)

■
受
講
料

　７
，１
４
０
円

■
受
講
資
格

　高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学
力

　を
有
す
る
方
で
、
手
話
通
訳

　活
動
が
可
能
な
方

■
申
込
方
法

　４
月
11
日
（
水
）
〜
５
月
９
日

　（
木
）の
間
に
会
場
で
受
付

※

す
で
に
講
座
は
始
ま
っ
て
い

　ま
す
が
、受
付
可
能
で
す
。

【
問
合
せ
先
】一
般
社
団
法
人

熊
本
県
ろ
う
者

　福
祉
協
会

☎
０
９
０

－

３
８
３

－

５
５
８
７

FAX
０
９
０

－

３
８
４

－

５
９
３
７

　広
報
さ
が
ら
４
月
号
の
16

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
、
香
典
返

し
の
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ

と
を
深
く
お
詫
び
し
、
訂
正
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

誤
：
蓑
田

　遺
さ
ん

正
：
簑
田

　遺
さ
ん

ひ
と
り
ご
と

編
集
後
記 香

典
返
し

緒
方

　キ
ク
エ
さ
ん

鍬
田

　英
治
さ
ん

松
永

　成
子
さ
ん

永
井

　祐
介
さ
ん

髙
田

　克
秀
さ
ん

山
口

　マ
チ
コ
さ
ん

平
川

　セ
イ
子
さ
ん

田
中

　良
徳
さ
ん

〈
3
月
分
〉

（
故 
五
月
男
さ
ん・新
村
）

（
故 

キ
ツ
さ
ん・並
木
野
）

（
故 

重
宣
さ
ん・十
島
）

（
故 

健
作
さ
ん・永
江
）

（
故 

ミ
ツ
子
さ
ん・初
神
）

（
故 

正
志
さ
ん・新
村
）

（
故 

二
郎
さ
ん・平
原
）

（
故 

イ
チ
ノ
さ
ん・十
島
）

　４
月
か
ら
総
務
課
財
政
係
に
配

属
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
紙

面
づ
く
り
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。３
年

間
で
書
き
上
げ
た
、
10
冊
の
取
材

ノ
ー
ト
は
わ
た
し
の
宝
物
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
カ
メ
ラ
を
電
卓
に
持

ち
か
え
て
、
皆
さ
ま
の
た
め
に
が

ん
ば
り
ま
す
。今
後
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

大
園

　悠
平

　4
月
よ
り
広
報
担
当
と
な
り
ま

し
た
。カ
メ
ラ
や
編
集
技
術
な
ど
苦

手
で
す
が
、
勉
強
し
て
い
き
ま
す
。

四
季
折
々
の
自
然
や
、
住
民
の
方
の

喜
び
や
楽
し
み
を
お
伝
え
で
き
る

よ
う
な
広
報
紙
づ
く
り
を
目
指
し

た
い
と
思
い
ま
す
。行
き
届
か
な
い

点
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

山
下

　由
華

子
ど
も・若
者

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

出
張
相
談
会 

Ｉ
Ｎ 

人
吉
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村長エッセー 「相良村を誇りに思う♡」

相良村長

德田 正臣

　4月に入って2週間ほど、まさに新緑萌える季節となりました。この時季の自

然は、新緑や花々を目で見て、空気の暑さ寒さを肌で感じて、土の匂いを鼻で

感じ、風の音が耳に入ったりする季節です。

　一歩外に出ると、ワラビ・竹の子の味噌炒めができるし、タラの芽・ヨモギ・

桜の葉っぱ・藤の花を天ぷらにして食べることができるし、食生活の経費節減

にもなる、胃で自然を感じる一番の季節です（笑）。

　まさに自然が生きていることを五感で感じることのできる躍動感ある季節だと思います。

☆

　先日、20代後半の女性から私とお付き合いしたいとの申し出がありました♡　相良村出身で都会で

働く方です。

　そのいきさつ話は、・・・年齢20代後半がポイントですが、彼女が中学校の頃の相良村は贈収賄などの

スキャンダル続きで多くの逮捕者も出て、新聞・テレビなどでも相良村については悪い話ばかり、高校に

行っても相良村出身とは言いたくなかった。そういう状況で高校を卒業して都会に出て行って働く中、

「そういう相良」そして「田舎である村出身」とは恥ずかしくてとても言えなかった。インターネットで

検索したら相良村のことがすぐに分かるからです。

　ところが昨年秋に、職場の同僚から「○○ちゃん、相良村出身じゃなかった－？！　すごくいい村だね♡

うらやましいー！」と心底言われたそうです。同僚の相良村を知る直接のきっかけは、国の支援で相良村

が取り組むフランス・ヴァレンタイン村との連携をテレビや雑誌・新聞、電車内テレビなどで知ることとな

ったからです。

　そのことで相良村出身の彼女は、何十年と殻の中に閉じ込めた気持ちを、今ようやく打ち破ることが

できたのです。自分が生まれ育って、両親、祖父母が頑張っている「相良」、そして「村」を誇りに思わな

くてどうする！ということです。

　・・・私のお付き合い話は、スマートフォンを使ってフェイスブックで情報発信している私への友達申請

の話でした（やっぱり）。思い切って村長と友達になろうとの申請で、涙が出る話です。

☆

　いま彼女は、相良村を誇りに思い自分から「私は相良村出身です♡」と言い、そのことが都会での

日々の仕事の頑張りにつながっているそうです。私もさらに愛ある村＝相良村を誇りに思い、さらに頑張

ります！

　これも村民の所得向上や人財育成を目的とする、ヴァレンタイン村との連携の大きな効果でもありま

す！

相良未来 塾　閉講。
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5月の行事予定 変更になる場合もあります

★５月は軽自動車税、国民健康保険税第２期、介護保険料第２期の納付月です。
　便利な口座振替のご利用を！
★保育料は毎月納期限内に納めましょう！保育料の納期は毎月２５日です。
　（２５日が土・日・祝祭日の場合は、翌日になります。）

◆保健福祉関係　
●教育委員会ほか

◆ちゃちゃクラブ

◆母子健康手帳交付・両親学級
　（受付9：00～9：20　ふれあいセンター）
◆７か月児育児学級（会場）（Ｈ29.10生）

◆健康教室（13：30～　相良村総合体育館）

●中学校体育大会

◆ちゃちゃクラブ
◆３～４か月児健診（山江会場）
　（Ｈ30.1.6～Ｈ30.2.5生）

◆母子健康手帳交付・両親学級
　（受付9：00～9：20　ふれあいセンター）
◆３歳児健診（Ｈ26.9～11生）
●収納窓口延長（税務課）19：00まで
◆健康運動教室（10：00～　川辺構造改善センター）

●憲法記念日
●ノーテレビノーゲームデー
●みどりの日
●こどもの日

●総合体育館休館日

●ノーテレビノーゲームデー

●総合体育館休館日

●ノーテレビノーゲームデー

●総合体育館休館日

●ノーテレビノーゲームデー

●総合体育館休館日

●ノーテレビノーゲームデー

1
2

3

4
5
6

7

8
9
10
11
12
13
14
15
16

17

18
19
20

21

22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

火
水

木

金
土
日

月

火
水
木
金
土
日
月
火
水

木

金
土
日

月

火
水
木
金
土
日
月
火
水
木

日付曜日 行事など その他

SAGARA　2018.5

集落支援員の坂田さんが退任
　両親の介護のため、３年前に単身でＵタ－ンしました。慣れ親しんだ自然の原風景は残ってい
ましたが、空き家の多さや少子高齢化が進んでいる状況にがく然としました。少子高齢化のスピ
－ドを緩めるためには、転入者を呼び込まないといけません。まずは「住宅の確保」が必要です。村

民の皆さまで貸しても良いという空き家があれば、ぜひ役
場まで情報提供をお願いします。
　着任してあっという間の２年と10か月でした。告知端末
機の点検や、村内巡回時にお声掛けさせていただきまし
た。時には差入れをいただくこともあり、ただただ感謝の気
持ちしかありません。本当にありがとうございました。現在
は、油売りならぬ豆腐の売り子で村内外を行商しています。
見かけたら気軽に声を掛けて下さい。今後ともよろしくお
願いします。

坂田　朋美さん（中四浦）



今
年
度
は
役
場
に
３
人
の

男
性
職
員
が
入
庁
し
ま
し
た
。

初
め
て
の
こ
と
に
戸
惑
い
な

が
ら
も
、若
さ
と
元
気
で
精
一

杯
業
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

村
民
の
皆
さ
ま
、３
人
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

イ
チ
バ
ン
ち
ゃ
ん

募
集
中
！！

川

　
　佳
心
ち
ゃ
ん

子
ど
も
さ
ん（
赤
ち
ゃ
ん
）の
ご
応

募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。お
誕

生
日
の
記
念
に
い
か
が
で
す
か
？

か
わ
な
べ

か 
 

こ（
並
木
野
）

〈問合わせ先〉
総務課 35-0211

生
年
月
日:

平
成
29
年
6
月
16
日

お
父
さ
ん:

一
徳
さ
ん

お
母
さ
ん:

真
央
さ
ん

【
今
月
の
表
紙
】

メッセージ
これからいっぱい
　お出かけしようね。

　
村
内
小
中
学
校
で
は
、４
月
10
日（
火
）に
入

学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。今
年
度
の
新
入
生

は
、南
小
３５
名
、北
小
４
名
、中
学
校
３９
名
。新

生
活
へ
の
期
待
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
な
が
ら

も
、緊
張
の
面
持
ち
で
し
た
。表
紙
は
、南
小
で

の
１
枚
。上
級
生
の
お
祝
い
の
こ
と
ば
に
、真
剣

に
耳
を
傾
け
る
新
一
年
生
で
す
。

わがやのイチバンわがやのイチバン

p r o f i l e
　本
年
度
か
ら
入
り
ま
し
た
吉
野
と
申
し
ま

す
。中
学
生
か
ら
の
夢
だ
っ
た
相
良
村
役
場

に
就
職
で
き
た
の
で
、
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

未
熟
者
で
す
が
、い
ち
早
く
仕
事
を
覚
え
、村

民
の
皆
さ
ま
に
信
頼
さ
れ
る
職
員
を
目
指
し

ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

よ
し
の

ゆ
う
き

【
名
　
　
　
前
】 

吉
野 

裕
貴
（
中
央
）

【
所
属
課
・
係
】 

建
設
課
管
理
係

【
年
　
　
　
齢
】 

18
歳

【
趣
　
　
　
味
】 

野
球

p r o f i l e
　4
月
か
ら
、
新
規
採
用
さ
れ
税
務
課
に
配

属
さ
れ
ま
し
た
白
樫
で
す
。税
務
課
で
は
、
徴

収
に
関
す
る
事
務
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。何
も
か
も
が
初
め
て
の
事
ば
か
り
で

不
安
な
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
知
識
を
よ
り

多
く
身
に
付
け
一
所
懸
命
頑
張
り
ま
す
。よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

し
ら
か
し
と
も
ゆ
き

【
名
　
　
　
前
】 

白
樫 

朋
幸
（
松
葉
）

【
所
属
課
・
係
】 

税
務
課
徴
収
係

【
年
　
　
　
齢
】 

20
歳

【
趣
　
　
　
味
】 

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
、将
棋

　
　
　
　
　 

読
書

p r o f i l e
　保
健
福
祉
課
福
祉
係
に
配
属
さ
れ
ま
し
た

本
田
と
申
し
ま
す
。保
健
福
祉
係
で
は
児
童

手
当
な
ど
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

相
良
村
に
来
て
日
が
浅
く
、
慣
れ
な
い
こ
と

に
不
安
や
戸
惑
い
も
多
い
で
す
が
、
村
民
の

方
々
の
お
役
に
た
て
る
よ
う
に
精
一
杯
頑
張

り
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ほ
ん
だ

ひ
ろ
き

【
名
　
　
　
前
】 

本
田 

博
己
（
松
葉
）

【
所
属
課
・
係
】 

保
健
福
祉
課
福
祉
係

【
年
　
　
　
齢
】 

23
歳

【
趣
　
　
　
味
】 

ラ
ン
ニ
ン
グ

NEW  FACE!!

左から本田博己、白樫朋幸、吉野裕貴

―相良村役場新規採用職員紹介―

編
集
・
発
行
／
相
良
村
役
場
（
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
セ
ン
ト・ヴ

ァ
レ
ン
タ
イ
ン
村
在
日
事
務
所
） 総
務
課

〒
868-8501 熊

本
県
球
磨
郡
相
良
村
大
字
深
水
2500番

地
1

TEL 0966-35-0211　
　
FAX 0966-35-0011

Vol.454
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村
鳥
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キ
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村
木
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村
花
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寿
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E-m
ail  info@

sagara.kum
am
oto.jp　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 http://w

w
w
.vill.sagara.lg.jp/

ご感想は
こちらから

ー
広
報
さ
が
ら
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